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一般質問（各個質問）

⓬月定例会
　

本
誌
で
は
、
各
議
員
の
質
問
の
中
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
１
項
目
に
つ
い
て
の
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を

掲
載
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
※
掲
載
は
発
言
順
）

　

各
議
員
の
平
成
㉙
年
２
月
定
例
会
以
降
の
一
般

質
問
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

平
野
真
理
子
（
公
明
党
）

乳
が
ん
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
へ
向
け
て

前
田　

伸
一
（
公
明
党
）

新※

た
な
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー 

ネ
ッ
ト
制
度
に
つ
い
て

吉
野　

恭
介
（
会
派
新
生
）

公
共
施
設
整
備
に
Ｐ※

Ｐ
Ｐ
手

法
を
導
入
す
る
意
義
と
は

問 

女
性
の
が
ん
罹
患
率

を
見
る
と
、
乳
が
ん
が
一

番
多
く
な
っ
て
い
る
。
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
で

き
れ
ば
治
る
可
能
性
が
高

い
が
ん
で
あ
る
。
乳
が
ん

は
、
唯
一
自
分
で
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
が
ん
で

あ
り
、
全
国
の
自
治
体
で

は
㊵
歳
未
満
の
女
性
に
対

し
て
、
乳
が
ん
の
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
を
啓
発
す
る
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
本
市
の
乳
が
ん
対
策

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

答 

（
健
康
こ
ど
も
部
長
）

地
域
で
の
学
習
会
や
が
ん

検
診
・
乳
幼
児
健
診
の
会

場
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
し
、
自
己
検
診
の
重
要

性
や
方
法
に
つ
い
て
の
啓

発
を
行
っ
て
い
る
。
自
己

検
診
を
行
う
中
で
異
常
を

感
じ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に

医
療
機
関
を
受
診
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
も
し

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
中
学
校
や
幼
稚
園
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
行
事
な
ど
で
乳

が
ん
検
診
の
重
要
性
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
受
診
の

勧
奨
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
乳
が
ん
の
正
し
い
知

識
を
広
め
、
乳
が
ん
検
診

の
早
期
受
診
を
推
進
し
て

い
る
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
デ
ー

に
本
市
職
員
も
参
加
し
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

向
け
た
受
診
勧
奨
を
行
う

な
ど
、
乳
が
ん
対
策
の
啓

発
や
受
診
率
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。

問 

本
市
は
、本
年
⓾
月
、

民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限

に
生
か
し
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法

の
導
入
検
討
指
針
を
策
定

し
た
。

　

Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法
は
、
市
場

性
や
採
算
性
を
考
え
て
取

り
組
む
手
法
で
あ
る
が
、

採
算
性
等
の
見
通
し
が
立

た
な
い
場
合
の
対
応
に
つ

い
て
尋
ね
る
。
ま
た
、
国

は
、
施
設
整
備
で
⓾
億
円

を
超
え
る
施
設
に
つ
い
て

検
討
の
目
安
と
し
て
い
る

が
、
本
市
の
基
準
も
同
様

か
。
ま
た
、
事
業
内
容
の

検
討
過
程
で
行
う
サ※

ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
の

公
募
対
象
範
囲
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

答 

（
総
務
調
整
局
長
）

施
設
整
備
や
更
新
に
当
た

り
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法
を
優
先

的
に
検
討
し
た
結
果
、
Ｐ

Ｐ
Ｐ
手
法
の
導
入
が
期
待

で
き
な
い
場
合
は
、
従
来

の
手
法
で
整
備
す
る
。
い

ず
れ
の
手
法
で
も
、
採
算

性
等
や
事
業
性
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

本
市
は
、
施
設
整
備
の

規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、
最

善
の
手
法
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
基
準
は

設
け
て
い
な
い
。
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査

は
、
幅
広
く
事
業
者
と
意

見
交
換
す
る
目
的
か
ら
、

全
国
を
対
象
と
し
て
い

る
。

※
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
：

公
民
連
携
）

　

行
政
と
民
間
が
連
携
し
て
公
共
施

設
整
備
等
を
行
う
こ
と
。
民
間
資
本

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
業
務
効
率

化
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指

す
手
法
。

※
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査

　

公
共
施
設
整
備
等
の
検
討
段
階

で
、
公
募
に
よ
る
民
間
事
業
者
と
意

見
交
換
し
て
事
業
内
容
、
市
場
性
等

に
つ
い
て
調
査
す
る
も
の
。

問 

公
営
住
宅
の
入
居
倍

率
は
約
３
倍
と
高
く
、
パ

ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
へ
の
住
ま
い
に
か
か

る
相
談
も
相
当
数
あ
る
こ

と
か
ら
、
大
家
へ
の
家
賃

補
助
等
を
柱
と
す
る
新
た

な
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
制
度
に
本
市
と
し
て

も
取
り
組
み
、
福
祉
部
門

と
住
宅
部
門
が
連
携
す
る

こ
と
で
、
高
齢
者
・
母
子

世
帯
等
、
配
慮
を
要
す
る

方
の
住
宅
確
保
の
促
進
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
。

答 

（
市
長
）
新
た
な
住

宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

制
度
の
柱
の
一
つ
で
あ

る
、
登
録
住
宅
の
改
修
費

や
入
居
者
の
家
賃
低
廉
化

へ
の
援
助
に
つ
い
て
、
大

家
等
に
対
し
て
鳥
取
県
と

と
も
に
補
助
を
実
施
す
る

も
の
と
し
て
、
来
年
度
予

算
へ
の
計
上
等
の
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
住
宅
担
当
部
局
、
福

祉
担
当
部
局
の
２
つ
の
部

が
、
し
っ
か
り
と
連
携
し

て
、
こ
の
事
業
に
取
り
組

ん
で
行
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

※
新
た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
制

度

　

低
額
所
得
者
・
被
災
者
（
被
災
後

３
年
以
内
）・
高
齢
者
・
障
が
い
者
・

子
育
て
世
代
（
⓲
歳
未
満
の
子
ど

も
）・
そ
の
他
法
令
で
定
め
る
者
（
外

国
人
等
）
の
住
宅
確
保
配
慮
者
の
増

加
に
対
応
す
る
た
め
空
き
家
等
を
活

用
し
、
①
要
配
慮
者
の
入
居
を
拒
ま

な
い
民
間
賃
貸
住
宅
の
登
録
②
登
録

住
宅
の
改
修
費
補
助
や
入
居
者
の
家

賃
低
廉
化
等
へ
の
補
助
③
要
配
慮
者

へ
の
住
宅
情
報
提
供
等
の
居
住
支

援
、
の
三
つ
を
柱
と
し
て
、
住
宅

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
の
強
化

を
図
る
も
の
。
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一般質問（各個質問）

太
田　
　

緣
（
無
所
属
）

景
観
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

勝
田　

鮮
二
（
結
）

各
種
窓
口
手
続
簡
素
化 

（
一
元
化
）
に
つ
い
て

橋
尾　

泰
博
（
結
）

現
本
庁
舎
跡
地
の
活
用
に
よ

る
中
心
市
街
地
活
性
化
を

問 

市
長
は
、
久
松
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
に

て
、「
景
観
の
保
全
に
当

た
っ
て
は
、
市
街
地
の
中

に
高
層
建
築
物
が
ど
ん
ど

ん
建
設
さ
れ
て
い
く
こ
と

は
良
く
な
い
。
今
後
も
発

生
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
制

約
も
含
め
て
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
エ
リ
ア
内

で
の
合
意
形
成
が
あ
れ

ば
、
地
区
内
の
み
高
さ
制

限
を
行
う
方
法
も
あ
る
。」

と
発
言
し
て
い
る
。
景
観

形
成
を
実
現
す
る
た
め
、

都
市
計
画
を
見
直
し
、
総

合
的
な
計
画
の
策
定
が
必

要
と
考
え
る
。
既
に
マ
ン

シ
ョ
ン
の
高
さ
制
限
に
関

し
て
、
地
元
住
民
よ
り
要

望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
踏
ま
え
、
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

答 

（
市
長
）
本
市
の
景

観
形
成
条
例
は
、
平
成
20

問 

出
生
届
を
提
出
し
て

い
る
方
に
児
童
手
当
が
支

給
さ
れ
て
い
な
い
事
例
が

あ
る
。
市
民
が
当
然
受
給

で
き
る
手
当
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
は
深
刻
に
捉
え
改

善
す
る
べ
き
と
考
え
る
。

仮
に
申
請
が
遅
く
な
っ
て

も
遡
っ
て
支
給
さ
れ
る
べ

き
と
考
え
る
が
市
長
の
所

見
を
尋
ね
る
。
ま
た
、
出

生
届
が
提
出
さ
れ
れ
ば
児

童
手
当
の
手
続
も
同
時
に

で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答 

（
市
長
）
児
童
手
当

法
で
は
、
支
給
要
件
に
該

当
す
る
方
が
市
町
村
長
に

認
定
請
求
を
行
い
、
市
町

村
長
は
認
定
し
た
受
給
者

へ
、
認
定
の
請
求
を
し
た

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か

ら
手
当
を
支
給
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。
認
定
請

求
が
な
け
れ
ば
、
受
給
者

を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
認
定
請
求
す

る
ま
で
の
児
童
手
当
は
、

遡
っ
て
支
給
で
き
な
い
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
31
年
秋
完
成
予
定

の
新
本
庁
舎
で
は
、
市

民
、
福
祉
、
税
の
３
つ
の

総
合
窓
口
を
配
置
し
、
便

利
で
わ
か
り
や
す
く
、
来

庁
者
に
優
し
い
窓
口
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
実
現
し
て

い
く
。
現
在
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
を
利
用
し
た
総
合
窓
口

支
援
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を

一
部
開
始
し
て
お
り
、
必

要
な
手
続
を
よ
り
的
確
に

案
内
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。

問 

第
３
期
の
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
は
、

駅
を
中
心
と
し
た
具
体
的

な
整
備
事
業
は
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
が
、
城
跡
側
に

つ
い
て
は
新
規
事
業
が
１

つ
も
入
っ
て
い
な
い
バ
ラ

ン
ス
を
欠
い
た
計
画
で
あ

る
。
本
市
が
市
立
病
院
跡

地
に
新
本
庁
舎
を
移
転
す

る
計
画
を
決
め
た
の
は
、

平
成
㉓
年
で
あ
り
、
跡
地

活
用
に
向
け
て
調
査
・
検

討
す
る
時
間
は
十
分
に

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
城

跡
側
の
核
で
あ
る
現
本
庁

舎
跡
地
活
用
の
話
が
進
ま

な
い
現
状
に
つ
い
て
市
長

の
所
見
を
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
現
本
庁
舎

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
は
も

と
よ
り
、
公
共
施
設
の
あ

り
方
等
、
本
市
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
踏
ま

え
て
の
検
討
が
必
要
で
あ

り
、
ま
ず
は
庁
内
の
調
整

会
議
に
お
い
て
、
し
っ
か

り
と
検
討
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

現
本
庁
舎
の
跡
地
活
用

は
、
本
庁
舎
の
移
転
が
完

了
し
た
数
年
先
と
な
る
。

跡
地
は
、
中
心
市
街
地
に

位
置
す
る
本
市
の
貴
重
な

財
産
で
あ
り
、
一
定
の
広

さ
を
持
っ
た
土
地
で
あ

る
。
本
市
の
将
来
を
見
据

え
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
十
分
に
伺
う
と
と
も

に
、
議
会
の
意
見
も
伺
い

な
が
ら
、
全
市
的
な
観
点

で
最
も
ふ
さ
わ
し
い
活
用

策
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

今後、跡地活用策が検討
される現本庁舎　　　　

年
３
月
に
制
定
し
、
平
成

22
年
３
月
に
改
正
し
て
い

る
。
今
後
も
、
時
代
の
要

請
や
社
会
情
勢
の
変
化
に

際
し
、
随
時
、
実
態
に
合

う
よ
う
見
直
し
て
い
く
こ

と
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
提
案
の
あ
っ
た

総
合
的
な
計
画
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
さ

ま
ざ
ま
な
御
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
ま
た
、
各

地
区
内
に
お
い
て
の
全
体

的
な
景
観
、
ま
た
建
物
規

制
の
あ
り
方
等
を
検
討
し

て
い
く
中
で
、
計
画
等
の

見
直
し
が
必
要
な
場
合
に

は
考
え
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

久松山をランドマーク
とした景観の保全を　
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一般質問（各個質問）

長
坂　

則
翁
（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

小
・
中
学
校
の
今
後
の
夜
間

照
明
設
備
に
つ
い
て

米
村　

京
子
（
結
）

女
性
が
社
会
進
出
す

る
た
め
の
学
校
教
育

岩
永　

安
子
（
共
産
党
）

風
力
発
電
事
業
計
画
に

つ
い
て

問 

小
学
校
㊹
校
中
⓯

校
、
中
学
校
⓱
校
中
（
う

ち
2
校
は
小
中
一
貫
校
）

⓮
校
に
は
夜
間
照
明
設
備

が
整
っ
て
い
な
い
。
防
災

の
観
点
か
ら
も
小
・
中
学

校
の
校
庭
に
夜
間
照
明
は

必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、

平
成
㉔
年
度
の
末
恒
地
区

の
要
望
で
、
末
恒
小
学
校

へ
の
夜
間
照
明
の
設
置
が

提
出
さ
れ
て
い
る
。
当
時

の
回
答
以
降
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ

れ
て
き
た
の
か
尋
ね
る
。

答 

（
教
育
長
）
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
子
ど
も

の
安
全
を
最
優
先
し
、
こ

れ
ま
で
小
・
中
学
校
の
耐

震
化
を
進
め
て
き
た
。
耐

震
化
に
つ
い
て
は

め
ど
が
つ
き
、
改

め
て
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
、
地
域
活
動

推
進
、
さ
ら
に
は

防
災
の
観
点
か
ら

夜
間
照
明
の
設
置
に
つ
い

て
具
体
的
な
検
討
に
着
手

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

既
存
の
公
共
施
設
を
有

効
に
利
活
用
し
て
い
く
た

め
に
も
、
ま
ず
は
利
用
者

や
地
域
の
要
望
を
把
握

し
、
既
に
夜
間
照
明
を
設

置
し
て
い
る
小
・
中
学
校

の
施
設
更
新
も
見
据
え
な

が
ら
全
体
計
画
を
立
て
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。
現
在
、
未
設

置
と
な
っ
て
い
る
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た

め
、
各
地
区
の
自
治
会
と

体
育
会
に
夜
間
照
明
の
必

要
性
に
関
す
る
調
査
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

学校に設置された夜間照明
（写真は質問とは別の学校）

問 

現
在
、
本
市
で
計
画

さ
れ
て
い
る
風
力
発
電
事

業
の
内
容
と
そ
の
事
業
者

の
風
力
発
電
事
業
の
実
績

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　

さ
ら
に
、
事
業
者
に
対

し
て
本
市
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
意
見
を
述
べ
て
い

る
の
か
。
今
後
、
住
民
の

声
を
代
弁
し
、
住
民
の
同

意
な
し
に
は
事
業
を
進
め

る
な
と
い
う
立
場
で
意
見

を
述
べ
て
い
く
こ
と
に
つ

い
て
市
長
の
所
見
を
尋
ね

る
。

答 

（
環
境
下
水
道
部
長
）

現
在
、
２
つ
の
風
力
発
電

事
業
の
計
画
が
あ
る
。
青

谷
地
域
に
風
車
14
基
を
設

置
し
、
平
成
34
年
10
月
の

運
転
開
始
を
目
指
す
計
画

を
行
う
事
業
者
の
稼
働
実

績
は
、
佐
賀
県
で
１
件
設

置
し
て
お
り
、
平
成
30
年

２
月
完
成
予
定
と
聞
い
て

い
る
。
ま
た
、
湖
山
池
南

側
か
ら
鷲
峰
山
、
河
原
町

に
か
け
た
地
域
に
36
基
程

度
の
風
車
を
建
設
す
る
計

画
を
行
う
事
業
者
は
、
風

力
発
電
事
業
に
着
手
さ
れ

た
実
績
は
な
く
、
本
事
業

を
含
め
て
９
件
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
中
で
あ

る
。

（
市
長
）
本
市
と
し
て
、

事
業
者
に
対
し
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
し
っ
か
り
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
こ
と
や
生
態
系
等
へ
の

影
響
に
対
す
る
配
慮
な
ど

に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
も
、
住
民
生
活
へ
の
影

響
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

項
に
配
慮
す
べ
き
と
考
え

て
お
り
、
機
会
を
捉
え

て
、
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
意
見
を
述
べ
て
い
き

た
い
。

問 

男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
、
教
育
の
場
で
し
っ

か
り
と
取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
男
女
格
差
は
縮
ま

り
、
女
性
活
躍
も
促
進
し

て
い
る
よ
う
だ
が
、
社
会

進
出
し
た
と
き
の
格
差
は

現
実
に
は
、
い
ま
だ
大
き

い
と
感
じ
る
。
ま
た
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
な
ど
悲

し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す

る
。
特
に
近
年
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
ネ
ッ
ト
に
よ
る
女
性
に

対
し
て
の
犯
罪
が
多
く
、

被
害
防
止
に
向
け
た
学
校

教
育
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
尋
ね

る
。

答 

（
教
育
長
）
小
・
中

学
校
で
は
、
発
達
段
階
や

実
態
に
応
じ
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

の
情
報
機
器
を
使
っ
た
情

報
発
信
に
よ
る
他
者
や
社

会
へ
の
影
響
、
ネ
ッ
ト
利

用
上
の
責
任
や
違
法
行

為
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し

た
と
き
の
対
処
方
法
等
の

学
習
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
保
護
者
に
対
し
て

も
、
授
業
参
観
や
講
演
会

を
通
し
て
子
ど
も
と
と
も

に
学
ん
で
い
た
だ
き
、
家

庭
で
の
教
育
を
推
進
し
て

い
く
取
り
組
み
も
行
っ
て

い
る
。

　

今
後
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情
報

を
や
り
取
り
す
る
際
、
他

者
や
自
ら
を
害
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
危
険
を
予

測
し
な
が
ら
も
安
全
に
情

報
を
活
用
す
る
態
度
や
考

え
方
を
育
成
し
て
い
き
た

い
。
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一般質問（各個質問）

星
見　

健
蔵
（
会
派
新
生
）

日
本
一
の
湖
山
池
を
今
後

ど
う
生
か
す
の
か

岡
田　

信
俊
（
会
派
新
生
）

鳥
取
市
民
体
育
祭
に

つ
い
て

上
田　

孝
春
（
結
）

災
害
復
旧
工
事
に
対
す
る
農
家

負
担
割
合
の
見
直
し
に
つ
い
て

問 

本
市
の
兼
業
農
家

は
、
農
業
所
得
が
少
な

く
、
他
の
収
入
を
農
業
経

営
に
つ
ぎ
込
ん
で
い
る
と

い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
災
害
の
復

旧
に
対
す
る
負
担
軽
減
を

図
ら
な
い
と
、
災
害
を
機

に
離
農
者
が
ふ
え
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
大
変
心

配
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

の
本
市
の
農
業
を
維
持
し

て
い
く
た
め
、
負
担
割
合

の
見
直
し
を
考
え
て
は
ど

う
か
と
考
え
る
が
、
市
長

の
所
見
を
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
就
農
者
の

高
齢
化
、
担
い
手
不
足
、

後
継
者
不
足
と
い
っ
た
農

業
を
取
り
巻
く
状
況
の
中

で
耕
作
放
棄
地
も
ふ
え
て

い
る
実
情
を
し
っ
か
り
と

見
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。
こ
う

し
た
中
で
、
台
風
が
幾
度

と
な
く
襲
来
し
て
災
害
が

発
生
す
る
と
、
農
業
従
事

者
の
皆
さ
ん
の
就
農
意
欲

が
減
退
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
懸

念
し
て
い
る
。

　

災
害
復
旧
に
お
け
る
負

担
率
は
、
通
常
の
土
地
改

良
事
業
と
比
べ
低
率
に
設

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
農
業
を
取
り
巻
く

社
会
情
勢
の
変
化
や
農
業

者
等
の
意
見
を
踏
ま
え
、

災
害
時
に
お
け
る
負
担
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
今
後
の
検
討
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

台風による被害

周辺の観光資源とともに
湖山池の魅力発信を　　

問 

鳥
取
市
民
体
育
祭

は
、
昭
和
㉝
年
に
市
制
�

周
年
事
業
と
し
て
開
始
さ

れ
、
本
年
度
で
�
回
を
迎

え
た
。
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
と
発
展
、
選
手
育

成
に
貢
献
し
て
き
た
と
振

り
返
る
。

　

独
自
の
実
施
要
項
に
よ

り
、
参
加
選
手
資
格
や
競

技
種
目
等
が
決
ま
っ
て
い

る
が
、
例
え
ば
大
学
生
や

高
校
生
の
参
加
を
条
件
付

き
で
認
め
る
と
か
、
新
し

い
競
技
種
目
を
加
え
る
、

又
は
減
ら
す
な
ど
の
考
え

が
あ
る
の
か
尋
ね
る
。

答 

（
教
育
長
）
参
加
資

格
に
つ
い
て
は
、「
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実

と
体
力
の
増
進
を
図
り
、

健
康
で
明
る
い
生
活
づ
く

り
を
基
に
す
る
」
と
い
う

市
民
体
育
祭
の
趣
旨
に
従

い
、
競
技
経
験
の
な
い
方

で
も
参
加
し
や
す
い
視
点

で
定
め
ら
れ
た
と
考
え
て

い
る
。
市
民
体
育
祭
は
、

地
域
間
の
交
流
促
進
な
ど

の
役
割
も
果
た
し
て
お

り
、
か
か
わ
り
が
希
薄
に

な
り
が
ち
な
高
校
生
な
ど

の
世
代
の
参
加
を
促
す
こ

と
は
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
有

効
と
考
え
る
。
競
技
種
目

に
つ
い
て
も
第
1
回
は
13

種
目
で
あ
っ
た
が
、
現
在

は
得
点
種
目
15
種
目
、

オ
ー
プ
ン
種
目
４
種
目
と

な
っ
て
い
る
。
参
加
資

格
・
競
技
種
目
と
も
に
、

各
競
技
団
体
と
鳥
取
市
民

体
育
祭
検
討
会
と
協
議
し

な
が
ら
見
直
し
を
行
い
、

一
人
で
も
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
け

る
大
会
と
な
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
。

問 

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
の
エ
リ
ア
に
あ
る
湖
山

池
を
今
後
、
ど
の
よ
う
に

整
備
・
活
用
し
て
い
く
の

か
。
湖
山
池
オ
ア
シ
ス

パ
ー
ク
、
政
治
・
経
済
の

拠
点
と
し
て
因
幡
の
中
心

地
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
天

神
山
城
跡
、
和
泉
式
部
の

胞え

衣な

塚づ
か
、
吉
田
璋
也
に

よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
湖
山

池
阿
弥
陀
堂
、
全
国
に
湖

山
池
し
か
な
い
石
が
ま

漁
、
遊
覧
船
な
ど
、
数
多

く
の
魅
力
あ
る
日
本
一
の

湖
山
池
を
観
光
産
業
と
し

て
ど
う
生
か
し
て
い
く
の

か
市
長
の
所
見
を
尋
ね

る
。

答 

（
市
長
）
湖
山
池
周

辺
は
大
変
豊
か
な
自
然
環

境
や
歴
史
・
文
化
な
ど
の

地
域
資
源
に
恵
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
、
平
成
30
年
の

鳥
取
西
道
路
の
全
線
開
通

を
控
え
、
新
た
な
人
の
流

れ
の
増
加
も
期
待
さ
れ
る

重
要
な
観
光
エ
リ
ア
と
考

え
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
本
市
と
し

て
も
湖
山
池
の
さ
ら
な
る

魅
力
ア
ッ
プ
に
向
け
て
、

新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

発
掘
や
、
周
辺
観
光
資
源

と
の
連
携
強
化
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
湖
山
池
の
阿
弥

陀
堂
の
修
復
・
修
繕
、
吉

岡
温
泉
会
館
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
対
す
る
支
援
も

行
っ
て
お
り
、
湖
山
池
と

の
周
遊
を
見
据
え
た
環
境

整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
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一般質問（各個質問）

伊
藤　

幾
子
（
共
産
党
）

ク
ラ
ブ
未
利
用
家
庭

へ
の
調
査
の
実
施
を

石
田
憲
太
郎
（
公
明
党
）

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の

サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

山
田　

延
孝
（
会
派
新
生
）

過
疎
地
域
対
策
と
辺

地
対
策
に
つ
い
て

問 

現
在
、
本
市
を
訪
れ

る
訪
日
外
国
人
旅
行
者

は
、
駅
や
空
港
の
ほ
か
、

レ
ン
タ
カ
ー
等
で
直
接
鳥

取
砂
丘
へ
入
っ
て
く
る
人

が
ふ
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
地
で
の
案
内
や
二

次
観
光
等
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
必
要
が
あ
る
。
鳥
取
駅

構
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

国
際
観
光
客
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
と
同
様
の
機
能

を
、
新
た
に
整
備
が
予
定

さ
れ
て
い
る
鳥
取
砂
丘
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
設
置

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答 

（
市
長
）
本
市
で
は
、

積
極
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

事
業
を
展
開
し
て
お
り
、

外
国
人
観
光
客
の
増
加
が

顕
著
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
多
く
が
訪
れ
る
鳥
取

砂
丘
で
外
国
語
の
案
内
が

で
き
る
よ
う
国
際
観
光
客

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
試
験
的
な
派
遣
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
鳥
取
砂

丘
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は

今
後
、
砂
丘
観
光
の
メ
ー

ン
窓
口
と
な
る
と
考
え
て

お
り
、
外
国
語
案
内
は
不

可
欠
で
あ
る
。
こ
う
し
た

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派

遣
や
、
現
在
、
鳥
取
県
砂

丘
事
務
所
に
配
置
さ
れ
て

い
る
外
国
語
対
応
が
可
能

な
職
員
の
活
用
な
ど
も
含

め
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

の
体
制
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

平成30年秋に完成予定の鳥取砂丘
ビジターセンター（イメージ図）　

問 

本
年
度
は
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
の

中
間
見
直
し
の
年
で
あ
る

が
、
進
捗
状
況
を
尋
ね

る
。

　

ま
た
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て
、
設
置
届

や
訪
問
、
連
合
会
か
ら
の

要
望
書
な
ど
で
各
ク
ラ
ブ

の
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行
っ

て
い
る
と
聞
く
が
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し

て
い
な
い
家
庭
の
利
用
し

な
い
理
由
の
中
に
改
善
点

が
見
つ
か
る
場
合
も
あ
る

と
考
え
る
。
ク
ラ
ブ
を
利

用
し
て
い
な
い
家
庭
へ
の

調
査
に
つ
い
て
教
育
長
の

所
見
を
尋
ね
る
。

答 

（
健
康
こ
ど
も
部
長
）

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
の
中
間
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
平
成
29
年
３

月
に
教
育
・
保
育
の
量
の

見
込
み
の
補
正
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、

基
本
目
標
ご
と
の
基
本
施

策
、
各
年
度
に
お
け
る
地

域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
の
量
の
見
込
み
と
提

供
体
制
の
確
保
方
策
な
ど

を
、
実
績
値
を
も
と
に
、

時
点
修
正
が
必
要
な
点
に

つ
い
て
取
り
ま
と
め
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
教
育
長
）
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
い
な

い
家
庭
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査

に
つ
い
て
は
、
実
施
す
る

時
期
や
内
容
等
を
含
め

て
、
ク
ラ
ブ
の
保
護
者
会

で
組
織
す
る
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
方
々
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

し
て
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問 

本
市
の
厳
し
い
財
政

事
情
は
理
解
す
る
が
、
地

方
交
付
税
の
基
準
財
政
需

要
額
の
高
率
算
入
を
考
え

る
と
、
法※

の
趣
旨
で
あ
る

他
の
地
域
と
の
格
差
是
正

と
い
う
観
点
や
こ
れ
ら
の

地
域
を
必
死
に
守
っ
て
い

る
市
民
の
た
め
に
も
過
疎

地
域
や
辺
地
に
対
す
る
施

策
は
重
要
で
あ
り
、
よ
り

一
層
の
事
業
の
拡
大
や
事

業
費
の
増
額
が
必
要
と
考

え
る
が
、
今
後
の
取
り
組

み
の
考
え
方
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

答 

（
市
長
）
本
市
の
過

疎
地
域
や
辺
地
を
初
め
と

す
る
中
山
間
地
域
で
は
、

人
口
減
少
や
少
子
・
高
齢

化
が
顕
著
に
進
み
、
農
地

荒
廃
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機

能
の
低
下
、
高
齢
者
等
の

孤
立
化
な
ど
が
懸
念
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
を

解
決
し
て
い
く
た
め
に

は
、
地
域
の
資
源
や
特
性

を
生
か
し
て
、
地
域
住
民

が
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
て

生
活
が
で
き
る
よ
う
、
活

力
に
満
ち
た
自
立
し
た
地

域
社
会
を
目
指
し
地
域
の

維
持
・
再
生
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
も
、
第
10
次
鳥
取
市

総
合
計
画
や
中
山
間
地
域

対
策
強
化
方
針
、
ま
た
新

市
域
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど

各
種
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
、
過
疎
債
や

辺
地
債
な
ど
有
利
な
財
源

や
各
種
補
助
制
度
を
活
用

し
て
年
次
的
、
計
画
的
に

事
業
を
着
実
に
進
め
、
過

疎
地
域
・
辺
地
の
維
持
・

活
性
化
を
促
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
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一般質問（各個質問）

寺
坂　

寛
夫
（
会
派
新
生
）

地
域
防
災
力
の
向
上
に
よ
る

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

魚
﨑　
　

勇
（
会
派
新
生
）

地
域
活
動
の
今
後
の

方
向
に
つ
い
て

砂
田　

典
男
（
会
派
新
生
）

空
調
設
備
整
備
や
事
業

推
進
に
つ
い
て

問 

市
内
小
・
中
学
校
の

空
調
設
備
に
つ
い
て
、
事

業
手
法
を
検
討
す
る
際
に

は
、
児
童
・
生
徒
の
教
室

内
の
学
習
環
境
を
早
期
に

改
善
す
る
こ
と
を
最
優
先

に
し
な
が
ら
、
設
置
の
ス

ピ
ー
ド
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

や
地
元
経
済
へ
の
寄
与
な

ど
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

　

将
来
を
担
う
小
・
中
学

生
の
学
習
環
境
の
改
善
に

つ
い
て
、
事
業
手
法
の
検

討
も
含
め
、
空
調
設
備
整

備
の
考
え
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

答 

（
教
育
長
）
空
調
設

備
の
整
備
に
当
た
っ
て
、

事
業
手
法
や
財
源
確
保
な

ど
研
究
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
さ
ら
に
、
夏
場
の

暑
さ
対
策
の
み
な
ら
ず
、

校
舎
の
老
朽
化
対
策
、
ト

イ
レ
の
洋
式
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
対
応
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
た

め
、
総
合
的
に
財
源
、
手

法
な
ど
学
校
環
境
整
備
に

つ
い
て
の
議
論
を
今
後
さ

ら
に
深
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

（
市
長
）
近
年
の
夏
場
の

気
温
の
上
昇
を
考
え
る

と
、
児
童
・
生
徒
の
健
康

面
、
学
習
環
境
へ
の
影
響

が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
環
境
整
備
に
努
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。
他
の

学
校
整
備
と
の
調
整
や
財

政
状
況
な
ど
も
勘
案
し
、

今
後
、
整
備
に
つ
い
て
の

議
論
を
深
め
て
い
き
た

い
。

空調設備が整備された教室

問 

自
主
防
災
会
へ
の
活

動
支
援
と
し
て
平
成
㉖
年

度
よ
り
行
っ
て
い
る
防※

災

資
機
材
の
整
備
に
係
る
補

助
に
つ
い
て
、
本
年
度
で

一
区
切
り
と
な
る
よ
う
だ

が
、
今
後
も
自
主
防
災
活

動
へ
の
補
助
金
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
増
額
な
ど
拡

充
等
を
含
め
た
見
直
し
が

必
要
と
考
え
る
。

　

こ
の
補
助
金
で
の
資
機

材
の
整
備
で
地
域
防
災
力

向
上
の
推
進
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答 

（
市
長
）
本
市
に
お

い
て
は
地
域
の
自
主
防
災

会
組
織
の
育
成
に
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
お
り
、
自

主
防
災
会
連
合
会
の
活
動

助
成
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
地
域
防
災
力
の
向
上

に
向
け
た
財
政
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
本
年
度
ま

で
と
な
っ
て
い
る
防
災
資

機
材
整
備
補
助
金
に
つ
い

て
は
継
続
・
拡
充
を
望
む

声
も
あ
り
、
平
成
30
年
度

に
新
た
な
支
援
制
度
を
設

け
る
よ
う
に
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
在
、
自
主
防
災
会
連

合
会
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
通
じ
て
把
握
し
た
地

域
ニ
ー
ズ
の
分
析
を
行

い
、
助
成
の
内
容
や
規
模

な
ど
、
制
度
設
計
を
進
め

て
い
る
。

※
防
災
資
機
材
の
整
備
に
係
る
補
助

（
正
式
名
称
：
鳥
取
市
自
主
防
災

会
防
災
資
機
材
整
備
補
助
金
）

　

自
主
防
災
会
が
実
施
す
る
防
災
資

機
材
等
の
整
備
等
を
支
援
す
る
こ
と

に
よ
り
地
域
防
災
力
の
充
実
・
強
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
補
助

金
。
発
電
機
、
リ
ヤ
カ
ー
、
消
防
用

ホ
ー
ス
な
ど
の
防
災
資
機
材
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
な
ど
の
防
災
用
具
、
毛
布
、

ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
の
防
災
備
蓄
品
の

整
備
に
対
し
て
、
同
一
の
自
主
防
災

会
に
つ
き
補
助
対
象
期
間
内
１
回
に

限
り
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
補
助
対
象
期
間
は
、
平
成
㉖
年

度
～
平
成
㉘
年
度
と
し
て
い
た
が
、

１
年
間
延
長
し
、
平
成
㉙
年
度
ま
で

が
補
助
対
象
期
間
と
な
っ
て
い
る
。

問 

少
子
・
高
齢
化
が
進

む
中
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

に
は
、
身
近
な
地
域
活
動

の
役
割
が
、
ま
す
ま
す
大

き
く
な
っ
て
い
く
と
考
え

る
。
こ
の
活
動
は
、
ほ
と

ん
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支

え
ら
れ
て
い
る
が
、
担
い

手
の
不
足
な
ど
か
ら
、
活

動
を
支
え
る
方
々
が
固
定

さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
懸
念
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打

開
し
て
い
く
方
策
と
し

て
、
活
動
に
伴
う
事
故
の

補
償
や
経
費
補
償
な
ど
、

既
存
の
仕
組
み
の
見
直
し

が
必
要
と
考
え
る
が
、
市

長
の
所
見
を
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
本
市
で
は
、

平
成
20
年
度
を
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
元
年
と
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
こ
の
間
、
地
域
の
課

題
は
多
様
化
し
て
き
て
お

り
、
担
い
手
不
足
、
ま
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
も
困
難
な
非
常
に
厳
し

い
状
況
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受

け
、
本
市
の
制
度
や
支
援

の
あ
り
方
が
、
よ
り
地
域

の
実
情
に
即
し
た
も
の
と

な
る
よ
う
見
直
し
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
現
在
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
、
地
区
公

民
館
に
対
し
、
現
状
や
課

題
を
把
握
す
る
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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一般質問（各個質問）

桑
田　

達
也
（
公
明
党
）

社
会
に
人
権
文
化
の

醸
成
を

横
山　
　

明
（
会
派
新
生
）

鳥
取
市
介
護
保
険
事
業
計
画
・

高
齢
者
福
祉
計
画
に
つ
い
て

西
村
紳
一
郎
（
会
派
新
生
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

し
た
観
光
振
興
に
つ
い
て

問 

「
誰
も
排
除
さ
れ
な

い
社
会
」
を
つ
く
る
た
め

の
変
革
と
「
人
権
文
化
」

の
重
要
性
を
市
長
に
問
い

た
い
。
人
権
の
守
り
手
で

あ
る
人
権
擁
護
委
員
は
人

権
救
済
活
動
等
に
必
要
な

専
門
性
や
経
験
を
有
す
る

人
が
十
分
に
確
保
さ
れ
て

い
な
い
と
の
指
摘
が
あ

る
。
委
員
の
年
齢
構
成
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
、

専
門
性
等
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

答 

（
市
長
）
法
務
省
で

は
、
男
女
比
率
を
で
き
る

限
り
均
衡
に
な
る
よ
う
に

配
慮
し
、
人
格
識
見
が
高

く
、
広
く
社
会
の
実
情
に

通
じ
、
人
権
擁
護
に
つ
い

て
深
い
理
解
の
あ
る
人
を

選
ぶ
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
全
国
の
人
権
擁
護
委

員
の
平
均
年
齢
は
65
歳
で

あ
り
、
60
歳
代
と
70
歳
代

で
全
体
の
８
割
を
占
め
て

い
る
。
委
員
の
活
動
時
間

を
確
保
す
る
こ
と
が
比
較

的
容
易
な
定
年
退
職
を
さ

れ
た
方
が
相
当
部
分
を
占

め
て
い
る
と
考
え
て
い
る

が
、
こ
れ
か
ら
多
様
な
人

権
問
題
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
少

し
で
も
幅
広
い
層
か
ら
委

員
に
就
任
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
。

人権週間街頭啓発活動

想定を超える人出となったイベント

問 

平
成
㉗
年
度
か
ら
㉙

年
度
を
計
画
期
間
と
す
る

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

画
・
高
齢
者
福
祉
計
画
で

は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
こ

と
を
基
本
目
標
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
思
う
が
、

現
在
の
推
進
状
況
と
、
そ

の
評
価
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答 
（
市
長
）
計
画
の
中

で
重
点
施
策
と
し
て
掲
げ

た
「
在
宅
医
療
・
介
護
連

携
の
推
進
」
で
は
、
東
部

医
師
会
を
初
め
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
地
域
の
医

療
・
介
護
の
資
源
の
把
握

や
関
係
者
の
研
修
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
普
及

啓
発
を
、「
認
知
症
施
策

の
推
進
」
で
は
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や

認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開

催
な
ど
、
認
知
症
の
方
や

そ
の
家
族
へ
の
相
談
対
応

や
交
流
を
、「
生
活
支
援
・

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
基

盤
整
備
の
推
進
」
で
は
、

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ

ン
の
支
援
や
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配

置
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

体
制
の
整
備
を
、「
高
齢

者
の
生
活
を
支
え
る
住
ま

い
と
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
」

で
は
、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
整
備
な
ど
、
在
宅

系
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
・
居

住
系
の
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

な
ど
を
図
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
の
結
果
、
２
０
２

５
年
を
見
据
え
た
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の

た
め
の
土
台
と
な
る
部
分

が
で
き
つ
つ
あ
る
と
評
価

し
て
い
る
。

【
解
説
】

　

２
０
２
５
年
に
は
、
い
わ
ゆ
る
団

塊
の
世
代
が
�
歳
以
上
の
高
齢
者

（
後
期
高
齢
者
）
と
な
り
、
ひ
と
り

暮
ら
し
や
夫
婦
の
み
の
高
齢
者
世
帯
、

認
知
症
高
齢
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。

問 

県
が
実
施
し
た
ス
マ 

ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ゲ
ー
ム

「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」
の
特

別
イ
ベ
ン
ト
は
鳥
取
砂
丘

を
中
心
に
繰
り
広
げ
ら

れ
、
県
東
部
全
域
で
⓬
万

人
も
の
集
客
力
を
発
揮

し
、
経
済
効
果
は
㉔
億
円

に
拡
大
し
た
ビ
ッ
グ
イ
ベ

ン
ト
で
あ
っ
た
。
市
民
生

活
に
混
乱
や
影
響
を
及
ぼ

し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
は
新

た
な
観
光
客
の
集
客
に
つ

な
が
り
、
開
催
さ
れ
た
意

義
は
大
き
か
っ
た
と
考
え

る
。
今
後
の
開
催
に
つ
い

て
市
長
の
所
見
を
尋
ね

る
。

答 

（
市
長
）
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
来
訪
者
の
想

定
、
ま
た
交
通
渋
滞
対
策

な
ど
が
課
題
と
な
る
一

方
、
砂
丘
を
訪
れ
る
新
た

な
客
層
の
掘
り
起
し
が
行

わ
れ
た
こ
と
は
誘
客
の
可

能
性
を
広
げ
た
も
の
と
考

え
て
い
る
。
鳥
取
砂
丘
で

の
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト

は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
な
ど
と
同
様
に
駐
車
場

の
収
容
能
力
な
ど
を
考
慮

し
た
企
画
と
運
営
体
制
、

関
係
者
の
連
携
の
必
要
性

な
ど
が
改
め
て
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。
本
市
が
今
後

同
様
の
ゲ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
・
開
催
す
る
場
合

に
は
、
大
き
な
集
客
力
や

そ
れ
に
伴
う
課
題
へ
十
分

な
配
慮
を
行
っ
た
上
で
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
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一般質問（各個質問）

角
谷　

敏
男
（
共
産
党
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

制
度
改
善
を

足
立　

考
史
（
無
所
属
）

が
ん
検
診
受
診
率
㊿
％
へ

向
け
た
取
り
組
み
は

雲
坂　
　

衛
（
会
派
新
生
）

物
流
・
交
流
効
果
の
高
い

南
北
線
ル
ー
ト
を
！

問 

鳥
取
市
市
民
政
策
コ

メ
ン
ト
実
施
要
綱
第
⓮
条

に
は
、
審
議
会
の
審
議
過

程
に
お
け
る
市
民
か
ら
の

意
見
提
出
も
審
議
会
へ
の

意
見
と
し
て
取
り
扱
う
と

書
か
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
状
は
、
議

事
録
が
１
カ
月
以
上
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ

れ
な
い
審
議
会
な
ど
が
散

見
さ
れ
る
。
議
論
の
過
程

を
公
開
し
な
い
と
、
市
民

の
皆
さ
ん
は
的
確
に
意
見

が
出
し
づ
ら
い
。
担
当
課

任
せ
で
は
な
く
、
進
行
管

理
を
す
る
体
制
づ
く
り
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答 

（
市
長
）
審
議
会
の

議
事
録
の
掲
載
、
ま
た
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
お

け
る
意
見
の
取
り
扱
い
等

に
つ
い
て
は
、
審
議
会
ご

と
に
担
当
す
る
部
署
が
責

任
を
持
っ
て
対
応
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
具

体
的
な
取
り
扱
い
な
ど
の

統
一
的
な
ル
ー
ル
は
明
確

に
な
っ
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中

で
、
課
題
等
も
整
理
し
な

が
ら
、
審
議
会
等
の
設

置
・
運
営
等
に
関
す
る
基

準
等
の
見
直
し
も
視
野
に

入
れ
、
適
時
・
適
切
な
情

報
提
供
や
情
報
公
開
と
な

る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問 

２
０
１
５
年
鳥
取
県

の
が
ん
発
症
率
は
全
国
で

上
位
に
な
り
「
肺
が
ん
」

に
お
い
て
は
男
女
と
も
に

１
位
、「
胃
が
ん
」
は
女

性
が
１
位
、
さ
ら
に
、
が

ん
死
亡
率
７
位
で
あ
っ

た
。
検
診
受
診
率
に
つ
い

て
、
胃
・
肺
・
大
腸
が
ん

検
診
の
⓾
年
間
の
伸
び
率

か
ら
す
る
と
、
本
市
の
受

診
率
の
目
標
㊿
％
は
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
よ
う
に
思
う

が
、
達
成
で
き
る
検
診
受

け
入
れ
枠
数
を
把
握
し
た

上
で
の
可
能
な
目
標
値
な

の
か
、
達
成
に
向
け
た
対

策
も
含
め
て
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
必
要
枠
数

に
つ
い
て
は
、
全
対
象
の

50
％
の
１
２
９
１
８
人
に

対
し
１
３
３
５
４
人
分
が

確
保
さ
れ
て
お
り
、
現
在

の
と
こ
ろ
受
け
入
れ
可
能

と
判
断
し
て
い
る
。
受
診

率
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布

や
地
道
な
啓
発
活
動
、
電

話
や
訪
問
な
ど
に
よ
る
受

診
勧
奨
、
休
日
検
診
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。
昨
年

度
か
ら
は
、
市
民
に
身
近

な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
を
会
場
に
が
ん
検
診
を

実
施
す
る
な
ど
、
よ
り
検

診
を
受
け
や
す
い
環
境
の

整
備
も
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
は
協
会
け
ん
ぽ
と
連

携
し
た
啓
発
チ
ラ
シ
の
活

用
や
、
健
康
づ
く
り
地
区

推
進
員
の
皆
さ
ん
等
と
の

協
働
に
よ
る
受
診
勧
奨
な

ど
、
引
き
続
き
目
標
達
成

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

コンビニエンスストアを
会場とした検診　　　　

問 

３
つ
の
高
速
道
路
の

結
節
で
あ
る
南※

北
線
に
つ

い
て
、
現
在
、
国
土
交
通

省
で
計
画
段
階
評
価
の
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
今

後
、
本
市
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
物
流
・
サ
ー
ビ
ス
拠

点
の
千
代
水
地
区
及
び
交

流
の
ハ
ブ
機
能
の
鳥
取
空

港
・
鳥
取
港
周
辺
を
経
由

し
て
鳥
取
砂
丘
と
結
節
す

る
南
北
線
案
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

尋
ね
る
。

　

ま
た
、
併
せ
て
市※

道
晩

稲
飛
行
場
線
の
延
長
・
架

橋
に
つ
い
て
市
長
の
考
え

を
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
南
北
線
は
、

来
年
度
、
中
核
市
に
移
行

し
、
連
携
中
枢
都
市
圏
の

中
心
市
と
な
る
本
市
の
将

来
に
わ
た
る
都
市
づ
く
り

や
持
続
的
な
発
展
に
と
っ

て
、
大
変
重
要
な
交
通
イ

ン
フ
ラ
で
あ
り
、
鳥
取
空

港
と
鳥
取
港
な
ど
鳥
取
市

北
側
の
重
要
な
交
通
イ
ン

フ
ラ
と
の
連
携
や
鳥
取
砂

丘
な
ど
の
観
光
交
流
へ
の

活
用
を
視
野
に
入
れ
て
、

今
後
の
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
や
経
済
活
動
、
交
流
人

口
の
増
加
な
ど
を
見
据
え

た
機
能
が
求
め
ら
れ
る
も

の
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
高
速
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

南
北
線
の
ル
ー
ト
が
示
さ

れ
た
段
階
で
、
市
道
晩
稲

飛
行
場
線
の
整
備
も
含

め
、
改
め
て
検
討
し
た

い
。

※
南
北
線

　

山
陰
道
及
び
鳥
取
自
動
車
道
と
山

陰
近
畿
自
動
車
道
を
結
ぶ
鳥
取
～
福

部
間
の
路
線
名
。

※
市
道
晩
稲
飛
行
場
線

　

イ
オ
ン
鳥
取
北
店
北
側
の
市
道

で
、
路
線
計
画
で
は
、
鳥
取
空
港
ま

で
繋
が
る
路
線
と
な
っ
て
い
る
。
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一般質問（各個質問）

椋
田　

昇
一
（
無
所
属
）

危
険
空
家
等
の
対
策
寄
附

受
け
入
れ
制
度
の
改
善
を

秋
山　

智
博
（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
つ
い
て

上
杉　

栄
一
（
会
派
新
生
）

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

に
関
連
し
て

問 

地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
は
非
常
に
す
ば
ら
し
い

活
動
を
さ
れ
て
い
る
が
、

一
般
に
は
広
く
知
ら
さ
れ

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

協
力
隊
の
業
務
遂
行
状
況

や
地
域
で
の
活
動
を
も
っ

と
広
報
し
、
地
域
も
巻
き

込
み
な
が
ら
、
ま
た
地
域

も
隊
員
を
支
え
な
が
ら
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が

所
見
を
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
本
市
の
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
初

め
、
支
所
だ
よ
り
や
地
区

公
民
館
だ
よ
り
な
ど
に
隊

員
の
活
動
の
様
子
を
定
期

的
に
掲
載
し
て
い
る
。
ま

た
、
隊
員
自
身
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
取
り
組
み
を
紹
介
し
た

り
、
地
域
で
報
告
会
や
講

演
会
を
開
催
す
る
な
ど
の

広
報
も
行
っ
て
い
る
。
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
会

な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
、
地

域
の
方
々
と
の
交
流
や
親

睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、

佐
治
地
域
で
は
隊
員
の
配

置
と
同
時
に
地
元
の
団
体

や
個
人
、
ま
た
県
・
市
の

関
係
者
で
組
織
す
る
地
域

お
こ
し
協
力
隊
地
域
支
援

会
議
を
立
ち
上
げ
、
地
域

ぐ
る
み
で
協
力
隊
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
取
り
組
み
を

進
め
た
。

　

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
通
じ
て
協
力
隊
員

の
活
動
な
ど
を
広
く
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
と
と
も
に
、
地

域
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
維
持
や

活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

問 

危
険
空
家
等
に
つ
い

て
は
、
隣
家
住
民
か
ら
、

空
き
家
か
ら
の
飛
散
物
、

落
下
物
、
庭
木
の
繁
茂
に

よ
る
被
害
や
不
安
な
ど
の

苦
情
が
本
市
に
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　

空※

家
対
策
法
に
よ
る
改

善
措
置
の
ほ
か
、
鳥
取
市

空
家
等
の
適
切
な
管
理
に

関
す
る
条
例
で
は
、
寄
附

の
受
け
入
れ
を
定
め
て
い

る
。
し
か
し
、
条
例
制
定

か
ら
４
年
経
過
す
る
が
、

実
績
が
な
い
状
況
で
あ

り
、
実
効
性
の
あ
る
内
容

等
に
改
善
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

（
市
長
）
寄
附
の
受

け
入
れ
対
象
と
な
る
空
家

等
の
条
件
に
難
し
い
と
こ

ろ
も
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　

ま
ず
は
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
、
制
度
の
内
容

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
今
後
も
市

報
へ
の
掲
載
、
自
治
連
合

会
の
皆
さ
ん
へ
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
く
な
ど
、
制
度

の
周
知
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
本
制
度
の

活
用
状
況
も
見
な
が
ら
、

制
度
の
見
直
し
が
必
要
か

ど
う
か
を
判
断
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
空
家
対
策
法
（
正
式
名
称
：
空
家

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
）

【
解
説
】

　

鳥
取
市
空
家
等
の
適
切
な
管
理
に

関
す
る
条
例

　

第
⓫
条
で
は
、「
市
長
は
、
特
定

空
家
等
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
要

件
を
満
た
す
と
き
は
、
当
該
空
家
等

の
寄
附
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
要
件
は
、

施
行
規
則
第
⓭
条
に
、
土
地
、
建
物
、

周
囲
の
状
況
に
つ
い
て
⓭
の
条
件
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。

問 

鳥
取
砂
丘
駐
車
場

は
、
本
市
が
、
土
地
所
有

者
で
あ
る
湯
山
管
理
組
合

に
賃
借
料
を
支
払
い
、
自

然
公
園
財
団
が
賃
借
料
分

を
本
市
に
支
払
い
使
用
し

て
い
る
。
し
か
し
、
駐
車

場
の
設
置
管
理
条
例
も
な

く
、
管
理
や
料
金
扱
い
が

不
明
確
で
あ
る
。
本
市
に

と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
も
見

当
た
ら
ず
、
こ
の
際
、
自

然
公
園
財
団
に
譲
渡
す
べ

き
と
考
え
る
が
市
長
の
所

見
を
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
駐
車
場
の

土
地
は
湯
山
管
理
組
合
が

所
有
し
、
舗
装
部
分
や
料

金
所
な
ど
構
造
物
は
本
市

が
所
有
し
て
い
る
。
管
理

に
つ
い
て
は
、
湯
山
管
理

組
合
か
ら
土
地
を
借
り
受

け
た
自
然
公
園
財
団
が
、

公
園
の
維
持
管
理
費
用
の

一
部
を
駐
車
場
利
用
者
か

ら
協
力
金
と
い
う
形
で
収

受
し
、
こ
れ
に
よ
り
財
団

で
土
地
の
賃
借
料
や
人
件

費
な
ど
、
駐
車
場
の
運
営

経
費
を
賄
っ
て
い
る
。

　

来
年
度
の
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
を
控

え
、
砂
丘
の
保
全
や
活
用

に
係
る
国
・
県
・
市
な
ど

の
役
割
と
か
か
わ
り
方
に

つ
い
て
、
再
構
築
を
含
め

て
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ

り
、
そ
の
一
環
と
し
て
今

後
の
砂
丘
駐
車
場
の
所
有

に
つ
い
て
も
、
自
然
公
園

財
団
へ
の
譲
渡
も
含
め
、

現
在
、
関
係
者
と
調
整
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

所有のあり方について調整が
進められる砂丘駐車場　　　
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議場見学のご案内 傍聴のご案内

議場を公開しています
●第51回鳥取市小学校児童代表話し合いの会
　平成29年11月14日に市内３か所で開催された「第51回鳥取市小
学校児童代表話し合いの会」のうち16校の児童が参加した西部会
場の話し合いの場として議場が活用されました。
　話し合いの会の中では、各小学校の代表者が、学校で楽しく過
ごせるための工夫や取り組みの状況について紹介したのち活発な
意見交換が行われました。
●鳥取大学大学生の市庁舎見学会
　平成29年11月20日に大学生に市政への関心を高めてもらうた
め、鳥取大学の学生が市役所を訪問する見学会が開催され、市庁舎見学の中で、議場にも訪れました。
議場での議論の様子について説明を行いました。

　議会のことを、より多くの市民の皆さ
んに知っていただこうと議場見学や議会
のしくみについて説明を行っています。
　詳しくは、市議会事務局調査係までお
問い合わせください。
　　　　　　　　  （☎0857－20－3343） 

　本市議会の本会議、委員会は、すべての方が傍聴で
きます。傍聴は市議会活動に触れる最も身近な方法で
す。本会議の傍聴席は、市役所本庁舎６階にご用意し
ております。（一般傍聴席45席、車いすスペース５席）
　団体での傍聴の場合は、あらかじめ市議会事務局議
事課までご連絡ください。        （☎0857－20－3344）

　本市の中核市への移行については、平成29年２月定例会
において、賛成多数で可決した「中核市指定の申出」によ
り、この申出に係る鳥取県知事からの同意書の交付を経て、
総務省へ申出を行っていました。
　平成29年11月21日の閣議決定の後、27日の「中核市」指
定の政令が公布され、本市を含む６市（福島・川口・八
尾・明石・松江・鳥取）の平成30年４月１日の中核市移行
が正式に決定しました。
　今後は、平成30年３月までに鳥取県からの事務引き継ぎ
が完了し、中核市へ移行します。
　本定例会では、中核市移行に伴う鳥取県からの事務の移譲に伴う条例の制定や条例の一部改正など、
中核市移行関連の44議案が提案されました。各所管の委員会での審議の後、本会議において、一部反対
もありましたが、賛成多数で可決しました。　　　　　　　　　　※議決結果は、14～15項に掲載しています。

本市の中核市移行が正式に決定　 （平成30年４月１日に移行）

議会クローズアップ

  

２
月
定
例
会
の

　
　
　
　  

お
し
ら
せ

２
月
19
日
㈪

開
会
・
提
案
説
明
・

予
算
審
査
特
別
委
員
会

２
月
21
日
㈬
一
般
質
問

２
月
22
日
㈭
一
般
質
問
・
先
議
分
質
疑
・

委
員
会
付
託

２
月
23
日
㈮

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

２
月
26
日
㈪

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

２
月
27
日
㈫

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

２
月
28
日
㈬

先
議
分
採
決
・一
般
質
問

３
月
１
日
㈭
一
般
質
問

３
月
２
日
㈮
一
般
質
問

３
月
５
日
㈪
一
般
質
問
・

質
疑
・
委
員
会
付
託

３
月
６
日
㈫

予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
総
括
質
疑
）・

予
算
審
査
分
科
会

３
月
７
日
㈬

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

３
月
８
日
㈭

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

３
月
９
日
㈮

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

３
月
12
日
㈪

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

３
月
13
日
㈫

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

３
月
14
日
㈬

予
算
審
査
特
別
委
員
会

３
月
15
日
㈭

予
算
審
査
特
別
委
員
会

３
月
16
日
㈮

委
員
長
報
告
・
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な
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ご
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た
だ
け
ま
す
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※
こ
の
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
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配置先 人数 主な活動内容

国府・福部・
鳥取地域

１名 ・自転車を活用した周遊観光の促進

河原・用瀬・
佐治地域

１名 ・山を活用したエコツーリズムの促進

国府地域 2名

青谷地域 1名

（平成29年12月31日現在）

・地域資源を活かした地域活性化

地域おこし協力隊配置状況
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議場を公開しています
●第51回鳥取市小学校児童代表話し合いの会
　平成29年11月14日に市内３か所で開催された「第51回鳥取市小
学校児童代表話し合いの会」のうち16校の児童が参加した西部会
場の話し合いの場として議場が活用されました。
　話し合いの会の中では、各小学校の代表者が、学校で楽しく過
ごせるための工夫や取り組みの状況について紹介したのち活発な
意見交換が行われました。
●鳥取大学大学生の市庁舎見学会
　平成29年11月20日に大学生に市政への関心を高めてもらうた
め、鳥取大学の学生が市役所を訪問する見学会が開催され、市庁舎見学の中で、議場にも訪れました。
議場での議論の様子について説明を行いました。

　議会のことを、より多くの市民の皆さ
んに知っていただこうと議場見学や議会
のしくみについて説明を行っています。
　詳しくは、市議会事務局調査係までお
問い合わせください。
　　　　　　　　  （☎0857－20－3343） 

　本市議会の本会議、委員会は、すべての方が傍聴で
きます。傍聴は市議会活動に触れる最も身近な方法で
す。本会議の傍聴席は、市役所本庁舎６階にご用意し
ております。（一般傍聴席45席、車いすスペース５席）
　団体での傍聴の場合は、あらかじめ市議会事務局議
事課までご連絡ください。        （☎0857－20－3344）

　本市の中核市への移行については、平成29年２月定例会
において、賛成多数で可決した「中核市指定の申出」によ
り、この申出に係る鳥取県知事からの同意書の交付を経て、
総務省へ申出を行っていました。
　平成29年11月21日の閣議決定の後、27日の「中核市」指
定の政令が公布され、本市を含む６市（福島・川口・八
尾・明石・松江・鳥取）の平成30年４月１日の中核市移行
が正式に決定しました。
　今後は、平成30年３月までに鳥取県からの事務引き継ぎ
が完了し、中核市へ移行します。
　本定例会では、中核市移行に伴う鳥取県からの事務の移譲に伴う条例の制定や条例の一部改正など、
中核市移行関連の44議案が提案されました。各所管の委員会での審議の後、本会議において、一部反対
もありましたが、賛成多数で可決しました。　　　　　　　　　　※議決結果は、14～15項に掲載しています。

本市の中核市移行が正式に決定　 （平成30年４月１日に移行）
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は
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ん
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ト
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イ
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タ
ー
ネ
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ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
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※
こ
の
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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議
案
第
２
１
８
号
　公
立
大

学
法
人
公
立
鳥
取
環
境
大
学

第
2
期
中
期
目
標
の
制
定
に

つ
い
て

　
設
置
者
は
、
第
2
期
中
期

目
標
に
お
い
て
、
新
し
く
導

入
し
よ
う
と
す
る
県
内
入
学

率
25
％
、
県
内
就
職
率
30
％

に
つ
い
て
は
、
そ
の
達
成
に

は
相
当
の
努
力
が
必
要
と
考

え
る
。

　
そ
こ
で
設
置
者
と
し
て
、

県
内
入
学
率
に
つ
い
て
は
、

大
学
が
単
に
目
標
達
成
の
た

め
に
、
安
易
な
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
な
く
、
志
願
者
・

入
学
者
の
増
加
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
高
等
学
校

を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関

と
連
携
す
る
な
ど
、
大
学
の

取
り
組
み
に
必
要
な
支
援
を

行
う
よ
う
要
望
す
る
。

　
ま
た
、
県
内
就
職
率
に
つ

い
て
も
、
産
業
界
な
ど
関
係

者
と
協
力
し
て
、
大
学
の
取

り
組
み
に
必
要
な
支
援
を
行

う
よ
う
要
望
す
る
。

議
案
第
２
３
０
号
　鳥
取
市

体
育
館
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
か
ら
、
議
案
第

２
３
５
号
　鳥
取
市
多
目
的

ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
ま
で
の

６
議
案
に
つ
い
て

　
鳥
取
市
西
地
域
の
住
民
の

健
康
増
進
を
図
る
13
施
設
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
指
定
管

理
の
実
績
の
な
い
同
一
事
業

者
に
指
定
管
理
者
の
指
定
を

行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
回
選
定
さ
れ
た
事
業
者

に
つ
い
て
は
、
審
査
委
員
会

で
、
こ
れ
ま
で
施
設
管
理
の

実
績
が
な
く
運
営
面
の
信
頼

性
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
り
、

議
論
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も

聞
い
て
い
る
。

　
今
後
の
運
営
に
当
た
っ
て

は
、
鳥
取
市
教
育
委
員
会
の

指
導
監
督
の
も
と
で
、
円
滑

な
施
設
運
営
が
実
施
さ
れ
る

よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

議
案
第
１
５
８
号
　平
成
29

年
度
鳥
取
市
土
地
区
画
整
理

費
特
別
会
計
補
正
予
算
及
び
、

議
案
第
２
４
１
号
　損
害
賠

償
の
額
及
び
和
解
に
つ
い
て

　
２
議
案
は
、
本
市
が
譲
渡

し
た
千
代
水
第
二
土
地
区
画

整
理
事
業
の
保
留
地
の
地
中

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
殻
等
の
廃

棄
物
が
埋
ま
っ
て
い
た
こ
と

が
発
覚
し
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
処
理
に
係
る
経
費
相
当
額

を
買
い
主
で
あ
る
相
手
方
に

損
害
賠
償
す
る
も
の
で
あ
り
、

賠
償
額
は
、
譲
渡
金
額
の
約

４
割
に
も
及
ん
で
い
る
。

　
保
留
地
に
廃
棄
物
が
混
入

し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

廃
棄
物
の
搬
入
業
者
の
特
定

が
困
難
な
上
に
、
造
成
工
事

の
監
理
及
び
検
査
、
ま
た
、

平
成
26
年
度
に
行
っ
た
埋
設

物
調
査
な
ど
再
三
の
機
会
が

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
都
度
見
過
ご
さ
れ
る
な

ど
、
事
業
に
対
す
る
執
行
部

の
意
識
の
低
さ
が
疑
わ
る
。

　
執
行
部
に
お
い
て
は
、
こ

の
た
び
の
事
案
を
重
く
受
け

と
め
、
適
正
な
業
務
の
執
行

及
び
検
査
体
制
の
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
再
発
防
止
の

た
め
の
対
策
を
講
じ
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

総
務
企
画
委
員
会

文
教
経
済
委
員
会

１２
月
定
例
会
で
議
案
に
対
し
※
付
言

議
会
改
革
検
討
委
員
会

か
ら
の
提
言
（
第
１
次
）

　
本
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
信
頼
さ
れ
、

よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
議
会
改
革
に
係
る
調
査
研

究
及
び
提
言
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
議
会
改
革
検
討
委
員
会

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
６
月
26
日
に
は
、

議
長
か
ら
委
員
会
に
対
し
、

次
の
６
項
目
が
検
討
事
項
と

し
て
諮
問
さ
れ
、
委
員
会
の

中
で
調
査
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
研
究
の
結
果
、
平
成

29
年
11
月
28
日
に
、
結
論
の

出
た
検
討
事
項
（
⑤
・
⑥
）

に
つ
い
て
、
議
長
へ
提
言
を

行
い
ま
し
た
。
残
り
の
諮
問

さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
検
討
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。

議長が諮問した検討事項

①議会のICT活用について
②通年議会の取り組みについて
③交渉会派の人数要件の見直
しについて
④常任委員会の所管の見直し
について
⑤決算・予算審査特別委員会
における総括質疑の方法に
ついて
⑥代表質問のあり方について

※太字が今回、提言を行った項目

建
設
水
道
委
員
会

各委員会の動き

本
会
議
で
の
委
員
長
報
告

砂田委員長から下村議長へ提言

※
付
言

　委
員
会
に
お
け
る
審
議

の
対
象
と
な
っ
た
案
件
に

つ
い
て
、
執
行
上
の
要
望

や
執
行
に
当
た
っ
て
の
希

望
条
件
等
を
意
思
と
し
て

ま
と
め
た
も
の
。
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鳥取市議会第４回議会報告会・意見交換会（Talk Cafe）の
アンケート結果等について（平成29年10月29日開催）

［ 当日の参加者：60名　アンケートにご協力いただいた方：55名（回答率92％）］

第
１
部 

議
会
報
告
に
つ
い
て

第
２
部 

意
見
交
換
に
つ
い
て

・普段は入れない議場に入れて良かった 
・報告でなく説明だった 
・最初からフリートークにしてほしい
・「政務活動費」や「登壇回数」について説明が聞きたい 
・議会の仕組みや流れがよくわかった 
・質問できる時間があれば良かった
・具体的な映像をもっと見たい
・最近の市政の話を聞きたい
・議会に対して関心が持てる機会になった
・説明映像が早く流れすぎ。現在直面している課題を事

前に教える広報が必要 
・もう少し時間をとって詳しい説明がほしかった 
・議員と忌憚のない話し合いができ、普段真剣に取り組

んでもらっていることを実感した

・若い人の意見もほしい 
・このような場を今後も開催してほしい 
・意見を参考にして市政に反映してほしい
・積極的に話し合いができた
・市や県に要望したいことがたくさん出たので練ってい

ただければ良いと思う 
・大変素晴らしい会だったが、市政に反映されるのか 
・緊張したが皆が色々発言し勉強になった
・参加して良かった。所属する団体に持ち帰り話をしたい 
・議員が解説を入れていたが、意見交換には不十分 
・テーブルが多すぎて集中できなかった 
・議会が身近に感じられた 
・話しやすい雰囲気が良かった
・様々なテーマで年に何度か開催すれば、より良い市政

運営につながると思う 
・いろいろな年代の方と話せて良かった。議員ときさく

に話せて良かった
・一回でなんとかなるほど軽い問題ではない。ぜひ続け

てほしい、期待している 
・これからの方向性が見つけられるくらい話したかった 

全体について

   議会報告についての主なご意見・ご感想（趣旨に影響のない範囲で、分かりやすい表現に変更している箇所があります）

第１部　議会報告について 第２部　意見交換（Talk Cafe）について

◆参加者の性別
回答いただいた方の性別の比率は、
男性28名、女性24名でした。

◆参加者の年齢構成
一番多かったのは、70代以上の20名、次に60代の17名でした。
20代の参加者も７名と若者の参加も目立ちました。

◆会の開催をどのように知りましたか？
議員・知人からの紹介が27名と最も多く、次いで、市議
会だより12名でした。

◆参加しやすい日時について
23名（41％）が参加しやすい日時を土・日の昼間と回答
されました。過去、議会報告会を開催してきた平日の夜間
は0名の回答となりました。

◆内容について
32名の方から「分かりやすかった」という回答をいただ
きました。しかし、４名の方から「分かりにくかった」と
いう回答をいただきました。

◆テーマについて
47名の方が「（テーマを）良かった」と回答いただきました。

男性 51％

女性 44％

回答なし 5％

70代以上
36％

20歳未満 2％
20代 13％

30代 5％

40代 7％

50代 4％

60代 31％

回答なし 2％

議員・知人
からの紹介
46％

市議会だより 20％

その他 27％

チラシ 7％

土・日の夜間
2％

土・日の昼間
41％

昼間 21％

回答なし 36％

どちらとも
いえない 15％

分かり
にくかった7％

分かり
やすかった
58％

回答なし 20％

悪い 2％

良い 85％

回答なし 9％どちらとも
いえない 4％

※さらに詳細なアンケート結果は、鳥取市議会
ホームページからご覧ください。
　いただいたご意見、ご感想は今後の活動に活
かしてまいります。

Talk Cafe アンケート結果



とっとり市議会だより 平成29年12月定例会号 12

議
案
第
２
１
８
号
　公
立
大

学
法
人
公
立
鳥
取
環
境
大
学

第
2
期
中
期
目
標
の
制
定
に

つ
い
て

　
設
置
者
は
、
第
2
期
中
期

目
標
に
お
い
て
、
新
し
く
導

入
し
よ
う
と
す
る
県
内
入
学

率
25
％
、
県
内
就
職
率
30
％

に
つ
い
て
は
、
そ
の
達
成
に

は
相
当
の
努
力
が
必
要
と
考

え
る
。

　
そ
こ
で
設
置
者
と
し
て
、

県
内
入
学
率
に
つ
い
て
は
、

大
学
が
単
に
目
標
達
成
の
た

め
に
、
安
易
な
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
な
く
、
志
願
者
・

入
学
者
の
増
加
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
高
等
学
校

を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関

と
連
携
す
る
な
ど
、
大
学
の

取
り
組
み
に
必
要
な
支
援
を

行
う
よ
う
要
望
す
る
。

　
ま
た
、
県
内
就
職
率
に
つ

い
て
も
、
産
業
界
な
ど
関
係

者
と
協
力
し
て
、
大
学
の
取

り
組
み
に
必
要
な
支
援
を
行

う
よ
う
要
望
す
る
。

議
案
第
２
３
０
号
　鳥
取
市

体
育
館
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
か
ら
、
議
案
第

２
３
５
号
　鳥
取
市
多
目
的

ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
ま
で
の

６
議
案
に
つ
い
て

　
鳥
取
市
西
地
域
の
住
民
の

健
康
増
進
を
図
る
13
施
設
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
指
定
管

理
の
実
績
の
な
い
同
一
事
業

者
に
指
定
管
理
者
の
指
定
を

行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
回
選
定
さ
れ
た
事
業
者

に
つ
い
て
は
、
審
査
委
員
会

で
、
こ
れ
ま
で
施
設
管
理
の

実
績
が
な
く
運
営
面
の
信
頼

性
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
り
、

議
論
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も

聞
い
て
い
る
。

　
今
後
の
運
営
に
当
た
っ
て

は
、
鳥
取
市
教
育
委
員
会
の

指
導
監
督
の
も
と
で
、
円
滑

な
施
設
運
営
が
実
施
さ
れ
る

よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

議
案
第
１
５
８
号
　平
成
29

年
度
鳥
取
市
土
地
区
画
整
理

費
特
別
会
計
補
正
予
算
及
び
、

議
案
第
２
４
１
号
　損
害
賠

償
の
額
及
び
和
解
に
つ
い
て

　
２
議
案
は
、
本
市
が
譲
渡

し
た
千
代
水
第
二
土
地
区
画

整
理
事
業
の
保
留
地
の
地
中

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
殻
等
の
廃

棄
物
が
埋
ま
っ
て
い
た
こ
と

が
発
覚
し
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
処
理
に
係
る
経
費
相
当
額

を
買
い
主
で
あ
る
相
手
方
に

損
害
賠
償
す
る
も
の
で
あ
り
、

賠
償
額
は
、
譲
渡
金
額
の
約

４
割
に
も
及
ん
で
い
る
。

　
保
留
地
に
廃
棄
物
が
混
入

し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

廃
棄
物
の
搬
入
業
者
の
特
定

が
困
難
な
上
に
、
造
成
工
事

の
監
理
及
び
検
査
、
ま
た
、

平
成
26
年
度
に
行
っ
た
埋
設

物
調
査
な
ど
再
三
の
機
会
が

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
都
度
見
過
ご
さ
れ
る
な

ど
、
事
業
に
対
す
る
執
行
部

の
意
識
の
低
さ
が
疑
わ
る
。

　
執
行
部
に
お
い
て
は
、
こ

の
た
び
の
事
案
を
重
く
受
け

と
め
、
適
正
な
業
務
の
執
行

及
び
検
査
体
制
の
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
再
発
防
止
の

た
め
の
対
策
を
講
じ
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

総
務
企
画
委
員
会

文
教
経
済
委
員
会

１２
月
定
例
会
で
議
案
に
対
し
※
付
言

議
会
改
革
検
討
委
員
会

か
ら
の
提
言
（
第
１
次
）

　
本
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
信
頼
さ
れ
、

よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
議
会
改
革
に
係
る
調
査
研

究
及
び
提
言
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
議
会
改
革
検
討
委
員
会

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
６
月
26
日
に
は
、

議
長
か
ら
委
員
会
に
対
し
、

次
の
６
項
目
が
検
討
事
項
と

し
て
諮
問
さ
れ
、
委
員
会
の

中
で
調
査
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
研
究
の
結
果
、
平
成

29
年
11
月
28
日
に
、
結
論
の

出
た
検
討
事
項
（
⑤
・
⑥
）

に
つ
い
て
、
議
長
へ
提
言
を

行
い
ま
し
た
。
残
り
の
諮
問

さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
検
討
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。

議長が諮問した検討事項

①議会のICT活用について
②通年議会の取り組みについて
③交渉会派の人数要件の見直
しについて
④常任委員会の所管の見直し
について
⑤決算・予算審査特別委員会
における総括質疑の方法に
ついて
⑥代表質問のあり方について

※太字が今回、提言を行った項目

建
設
水
道
委
員
会

各委員会の動き

本
会
議
で
の
委
員
長
報
告

砂田委員長から下村議長へ提言

※
付
言

　委
員
会
に
お
け
る
審
議

の
対
象
と
な
っ
た
案
件
に

つ
い
て
、
執
行
上
の
要
望

や
執
行
に
当
た
っ
て
の
希

望
条
件
等
を
意
思
と
し
て

ま
と
め
た
も
の
。

とっとり市議会だより 平成29年12月定例会号13

鳥取市議会第４回議会報告会・意見交換会（Talk Cafe）の
アンケート結果等について（平成29年10月29日開催）

［ 当日の参加者：60名　アンケートにご協力いただいた方：55名（回答率92％）］

第
１
部 

議
会
報
告
に
つ
い
て

第
２
部 

意
見
交
換
に
つ
い
て

・普段は入れない議場に入れて良かった 
・報告でなく説明だった 
・最初からフリートークにしてほしい
・「政務活動費」や「登壇回数」について説明が聞きたい 
・議会の仕組みや流れがよくわかった 
・質問できる時間があれば良かった
・具体的な映像をもっと見たい
・最近の市政の話を聞きたい
・議会に対して関心が持てる機会になった
・説明映像が早く流れすぎ。現在直面している課題を事

前に教える広報が必要 
・もう少し時間をとって詳しい説明がほしかった 
・議員と忌憚のない話し合いができ、普段真剣に取り組

んでもらっていることを実感した

・若い人の意見もほしい 
・このような場を今後も開催してほしい 
・意見を参考にして市政に反映してほしい
・積極的に話し合いができた
・市や県に要望したいことがたくさん出たので練ってい

ただければ良いと思う 
・大変素晴らしい会だったが、市政に反映されるのか 
・緊張したが皆が色々発言し勉強になった
・参加して良かった。所属する団体に持ち帰り話をしたい 
・議員が解説を入れていたが、意見交換には不十分 
・テーブルが多すぎて集中できなかった 
・議会が身近に感じられた 
・話しやすい雰囲気が良かった
・様々なテーマで年に何度か開催すれば、より良い市政

運営につながると思う 
・いろいろな年代の方と話せて良かった。議員ときさく

に話せて良かった
・一回でなんとかなるほど軽い問題ではない。ぜひ続け

てほしい、期待している 
・これからの方向性が見つけられるくらい話したかった 

全体について

   議会報告についての主なご意見・ご感想（趣旨に影響のない範囲で、分かりやすい表現に変更している箇所があります）

第１部　議会報告について 第２部　意見交換（Talk Cafe）について

◆参加者の性別
回答いただいた方の性別の比率は、
男性28名、女性24名でした。

◆参加者の年齢構成
一番多かったのは、70代以上の20名、次に60代の17名でした。
20代の参加者も７名と若者の参加も目立ちました。

◆会の開催をどのように知りましたか？
議員・知人からの紹介が27名と最も多く、次いで、市議
会だより12名でした。

◆参加しやすい日時について
23名（41％）が参加しやすい日時を土・日の昼間と回答
されました。過去、議会報告会を開催してきた平日の夜間
は0名の回答となりました。

◆内容について
32名の方から「分かりやすかった」という回答をいただ
きました。しかし、４名の方から「分かりにくかった」と
いう回答をいただきました。

◆テーマについて
47名の方が「（テーマを）良かった」と回答いただきました。

男性 51％

女性 44％

回答なし 5％

70代以上
36％

20歳未満 2％
20代 13％

30代 5％

40代 7％

50代 4％

60代 31％

回答なし 2％

議員・知人
からの紹介
46％

市議会だより 20％

その他 27％

チラシ 7％

土・日の夜間
2％

土・日の昼間
41％

昼間 21％

回答なし 36％

どちらとも
いえない 15％

分かり
にくかった7％

分かり
やすかった
58％

回答なし 20％

悪い 2％

良い 85％

回答なし 9％どちらとも
いえない 4％

※さらに詳細なアンケート結果は、鳥取市議会
ホームページからご覧ください。
　いただいたご意見、ご感想は今後の活動に活
かしてまいります。

Talk Cafe アンケート結果



とっとり市議会だより 平成29年12月定例会号 14

◆賛否のわかれたもの（各議員の賛否状況は下のとおりです）

◆各議員の賛否状況一覧

議案
番号 案　　件　　名 議決結果

市長提出議案
157 平成29年度鳥取市一般会計補正予算（第6号） 原案可決

167 鳥取市外部監査契約に基づく監査に関する条例の制定
について 原案可決

168 鳥取市の行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する条例の一部改正について 原案可決

170 鳥取市特別会計条例の一部改正について 原案可決

171 鳥取市事務分掌条例の一部改正について 原案可決

172 鳥取市手数料条例の一部改正について 原案可決

175 鳥取市社会福祉審議会条例の制定について 原案可決

176 鳥取市軽費老人ホームの設備及び運営に関する基準を
定める条例の制定について 原案可決

177 鳥取市養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を
定める条例の制定について 原案可決

178 鳥取市特別養護老人ホームの設備及び運営に関する基
準を定める条例の制定について 原案可決

179 鳥取市指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に
関する基準を定める条例の制定について 原案可決

180 鳥取市介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに
運営に関する基準を定める条例の制定について 原案可決

181 鳥取市指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営
に関する基準を定める条例の制定について 原案可決

182 鳥取市指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運
営に関する基準等を定める条例の制定について 原案可決

183
鳥取市指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及
び運営並びに指定介護予防サービス等に係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める
条例の制定について

原案可決

185 鳥取市民生委員定数条例の制定について 原案可決

186 鳥取市指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及
び運営に関する基準等を定める条例の制定について 原案可決

187 鳥取市指定障害者支援施設等の人員、設備及び運営に
関する基準等を定める条例の制定について 原案可決

188 鳥取市障害者福祉サービス事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の制定について 原案可決

189 鳥取市障害者支援施設の設備及び運営に関する基準を
定める条例の制定について 原案可決

190 鳥取市地域活動支援センターの設備及び運営に関する
基準を定める条例の制定について 原案可決

議案
番号 案　　件　　名 議決結果

市長提出議案

191 鳥取市福祉ホームの設備及び運営に関する基準を定め
る条例の制定について 原案可決

192 鳥取市保護施設及び授産施設の設備及び運営に関する
基準を定める条例の制定について 原案可決

193 鳥取市保健所条例の制定について 原案可決

194 鳥取市東部保健医療圏地域保健医療協議会条例の制定
について 原案可決

195 鳥取市医療法施行条例の制定について 原案可決

196 鳥取市食品衛生条例の制定について 原案可決

197 鳥取市婦人保護施設の設備及び運営に関する基準を定
める条例の制定について 原案可決

198 鳥取市小児慢性特定疾病審査会条例の制定について 原案可決

199 鳥取市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定
める条例の制定について 原案可決

200 鳥取市幼保連携型認定こども園に関する条例の制定に
ついて 原案可決

201 鳥取市がん対策推進会議条例の制定について 原案可決

202 鳥取市感染症診査協議会条例の制定について 原案可決

203 鳥取市歯科保健推進協議会条例の制定について 原案可決

205 鳥取市屋外広告物条例の一部改正について 原案可決

206 鳥取市浄化槽保守点検業者の登録に関する条例の制定
について 原案可決

207 鳥取市動物の愛護及び管理に関する条例の制定について 原案可決

208 鳥取市化製場等に関する法律施行条例の制定について 原案可決

209 鳥取市興行場法施行条例の制定について 原案可決

210 鳥取市旅館業法施行条例の制定について 原案可決

211 鳥取市公衆浴場法施行条例の制定について 原案可決

212 鳥取市理容師法施行条例の制定について 原案可決

213 鳥取市美容師法施行条例の制定について 原案可決

214 鳥取市廃棄物処理施設の設置に係る手続の適正化及び
紛争の予防、調整等に関する条例の制定について 原案可決

215 鳥取市の中核市移行による鳥取県と鳥取市との連携協
約の協議について 原案可決

242 工事請負契約の締結について 原案可決

243 平成29年度鳥取市一般会計補正予算（第7号） 原案可決

249 鳥取市職員給与条例等の一部改正について 原案可決

250 工事請負契約の変更について 原案可決

議案番号

賛否状況
会派新生 公明党 結 共産党 市民

フォーラム 無所属
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市長提出議案

157、167、168、
170～ 172、
175～ 183、
185～ 203、
205～ 215

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇議
長〇〇〇〇〇〇〇〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × 〇 〇

243、249 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇議
長〇〇〇〇〇〇〇〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 ○ 〇 〇

242、250 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇議
長〇〇〇〇〇〇〇〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 × 〇 〇

賛成…〇　反対…×
※議決結果の詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。
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平成29年第２回臨時会の審議結果（会期：平成29年11月17日）
◆全会一致で可決したもの

市長提出議案
議案番号 案　　件　　名
155 平成29年度鳥取市一般会計補正予算（第5号）
156 平成29年度鳥取市観光施設運営事業費特別会計補正予算（第２号）

平成29年12月定例会の審議結果（会期：平成29年12月５日～12月21日）
◆全会一致で可決したもの

市長提出議案
議案番号 案　　件　　名
158 平成29年度鳥取市土地区画整理費特別会計補正予算（第1号）
159 平成29年度鳥取市駐車場事業費特別会計補正予算（第1号）
160 平成29年度鳥取市国民健康保険費特別会計補正予算（第1号）
161 平成29年度鳥取市介護保険費特別会計補正予算（第2号）
162 平成29年度鳥取市温泉事業費特別会計補正予算（第2号）
163 平成29年度鳥取市後期高齢者医療費特別会計補正予算（第2号）
164 平成29年度鳥取市電気事業費特別会計補正予算（第1号）
165 平成29年度鳥取市水道事業会計補正予算（第2号）
166 平成29年度鳥取市下水道等事業会計補正予算（第1号）
169 鳥取市いじめ問題検証委員会設置条例の制定について
173 鳥取市企業立地等を重点的に促進すべき区域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正について
174 鳥取市過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正について
184 鳥取市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の制定について
204 鳥取市地域活性化施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について
216 八頭環境施設組合の解散の協議について
217 八頭環境施設組合の解散に伴う財産処分の協議について
218 公立大学法人公立鳥取環境大学第２期中期目標の制定について
219 鳥取市青谷町高齢者生活福祉センターの指定管理者の指定について
220 鳥取市老人福祉センターの指定管理者の指定について
221 鳥取市保健センターの指定管理者の指定について
222 鳥取市佐治町自然環境活用センターの指定管理者の指定について
223 鳥取市佐治町たんぽり荘の指定管理者の指定について
224 鳥取市キャンプ場の指定管理者の指定について
225 鳥取市コミュニティ施設の指定管理者の指定について
226 鳥取市プールの指定管理者の指定について
227 鳥取市体育館の指定管理者の指定について
228 鳥取市多目的運動広場の指定管理者の指定について
229 鳥取市海洋センターの指定管理者の指定について
230 鳥取市体育館の指定管理者の指定について
231 鳥取市農林漁業者トレーニングセンターの指定管理者の指定について
232 鳥取市海洋センターの指定管理者の指定について
233 鳥取市多目的運動広場の指定管理者の指定について
234 鳥取市テニス場の指定管理者の指定について
235 鳥取市多目的スポーツ広場の指定管理者の指定について
236 財産の取得について
237 財産の無償譲渡について
238 財産の無償譲渡について
239 工事請負契約の変更について
240 工事請負契約の変更について
241 損害賠償の額及び和解について
244 平成29年度鳥取市国民健康保険費特別会計補正予算（第2号）
245 平成29年度鳥取市介護保険費特別会計補正予算（第3号）
246 平成29年度鳥取市後期高齢者医療費特別会計補正予算（第3号）
247 平成29年度鳥取市水道事業会計補正予算（第3号）
248 平成29年度鳥取市下水道等事業会計補正予算（第2号）

平成29年12月定例会の議決結果
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◆賛否のわかれたもの（各議員の賛否状況は下のとおりです）

◆各議員の賛否状況一覧

議案
番号 案　　件　　名 議決結果

市長提出議案
157 平成29年度鳥取市一般会計補正予算（第6号） 原案可決

167 鳥取市外部監査契約に基づく監査に関する条例の制定
について 原案可決

168 鳥取市の行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する条例の一部改正について 原案可決

170 鳥取市特別会計条例の一部改正について 原案可決

171 鳥取市事務分掌条例の一部改正について 原案可決

172 鳥取市手数料条例の一部改正について 原案可決

175 鳥取市社会福祉審議会条例の制定について 原案可決

176 鳥取市軽費老人ホームの設備及び運営に関する基準を
定める条例の制定について 原案可決

177 鳥取市養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を
定める条例の制定について 原案可決

178 鳥取市特別養護老人ホームの設備及び運営に関する基
準を定める条例の制定について 原案可決

179 鳥取市指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に
関する基準を定める条例の制定について 原案可決

180 鳥取市介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに
運営に関する基準を定める条例の制定について 原案可決

181 鳥取市指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営
に関する基準を定める条例の制定について 原案可決

182 鳥取市指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運
営に関する基準等を定める条例の制定について 原案可決

183
鳥取市指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及
び運営並びに指定介護予防サービス等に係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める
条例の制定について

原案可決

185 鳥取市民生委員定数条例の制定について 原案可決

186 鳥取市指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及
び運営に関する基準等を定める条例の制定について 原案可決

187 鳥取市指定障害者支援施設等の人員、設備及び運営に
関する基準等を定める条例の制定について 原案可決

188 鳥取市障害者福祉サービス事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の制定について 原案可決

189 鳥取市障害者支援施設の設備及び運営に関する基準を
定める条例の制定について 原案可決

190 鳥取市地域活動支援センターの設備及び運営に関する
基準を定める条例の制定について 原案可決

議案
番号 案　　件　　名 議決結果

市長提出議案

191 鳥取市福祉ホームの設備及び運営に関する基準を定め
る条例の制定について 原案可決

192 鳥取市保護施設及び授産施設の設備及び運営に関する
基準を定める条例の制定について 原案可決

193 鳥取市保健所条例の制定について 原案可決

194 鳥取市東部保健医療圏地域保健医療協議会条例の制定
について 原案可決

195 鳥取市医療法施行条例の制定について 原案可決

196 鳥取市食品衛生条例の制定について 原案可決

197 鳥取市婦人保護施設の設備及び運営に関する基準を定
める条例の制定について 原案可決

198 鳥取市小児慢性特定疾病審査会条例の制定について 原案可決

199 鳥取市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定
める条例の制定について 原案可決

200 鳥取市幼保連携型認定こども園に関する条例の制定に
ついて 原案可決

201 鳥取市がん対策推進会議条例の制定について 原案可決

202 鳥取市感染症診査協議会条例の制定について 原案可決

203 鳥取市歯科保健推進協議会条例の制定について 原案可決

205 鳥取市屋外広告物条例の一部改正について 原案可決

206 鳥取市浄化槽保守点検業者の登録に関する条例の制定
について 原案可決

207 鳥取市動物の愛護及び管理に関する条例の制定について 原案可決

208 鳥取市化製場等に関する法律施行条例の制定について 原案可決

209 鳥取市興行場法施行条例の制定について 原案可決

210 鳥取市旅館業法施行条例の制定について 原案可決

211 鳥取市公衆浴場法施行条例の制定について 原案可決

212 鳥取市理容師法施行条例の制定について 原案可決

213 鳥取市美容師法施行条例の制定について 原案可決

214 鳥取市廃棄物処理施設の設置に係る手続の適正化及び
紛争の予防、調整等に関する条例の制定について 原案可決

215 鳥取市の中核市移行による鳥取県と鳥取市との連携協
約の協議について 原案可決

242 工事請負契約の締結について 原案可決

243 平成29年度鳥取市一般会計補正予算（第7号） 原案可決

249 鳥取市職員給与条例等の一部改正について 原案可決

250 工事請負契約の変更について 原案可決

議案番号

賛否状況
会派新生 公明党 結 共産党 市民

フォーラム 無所属
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市長提出議案

157、167、168、
170～ 172、
175～ 183、
185～ 203、
205～ 215

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇議
長〇〇〇〇〇〇〇〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × 〇 〇

243、249 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇議
長〇〇〇〇〇〇〇〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 ○ 〇 〇

242、250 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇議
長〇〇〇〇〇〇〇〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 × 〇 〇

賛成…〇　反対…×
※議決結果の詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。

平成29年12月定例会の議決結果
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平成29年第２回臨時会の審議結果（会期：平成29年11月17日）
◆全会一致で可決したもの

市長提出議案
議案番号 案　　件　　名
155 平成29年度鳥取市一般会計補正予算（第5号）
156 平成29年度鳥取市観光施設運営事業費特別会計補正予算（第２号）

平成29年12月定例会の審議結果（会期：平成29年12月５日～12月21日）
◆全会一致で可決したもの

市長提出議案
議案番号 案　　件　　名
158 平成29年度鳥取市土地区画整理費特別会計補正予算（第1号）
159 平成29年度鳥取市駐車場事業費特別会計補正予算（第1号）
160 平成29年度鳥取市国民健康保険費特別会計補正予算（第1号）
161 平成29年度鳥取市介護保険費特別会計補正予算（第2号）
162 平成29年度鳥取市温泉事業費特別会計補正予算（第2号）
163 平成29年度鳥取市後期高齢者医療費特別会計補正予算（第2号）
164 平成29年度鳥取市電気事業費特別会計補正予算（第1号）
165 平成29年度鳥取市水道事業会計補正予算（第2号）
166 平成29年度鳥取市下水道等事業会計補正予算（第1号）
169 鳥取市いじめ問題検証委員会設置条例の制定について
173 鳥取市企業立地等を重点的に促進すべき区域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正について
174 鳥取市過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正について
184 鳥取市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の制定について
204 鳥取市地域活性化施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について
216 八頭環境施設組合の解散の協議について
217 八頭環境施設組合の解散に伴う財産処分の協議について
218 公立大学法人公立鳥取環境大学第２期中期目標の制定について
219 鳥取市青谷町高齢者生活福祉センターの指定管理者の指定について
220 鳥取市老人福祉センターの指定管理者の指定について
221 鳥取市保健センターの指定管理者の指定について
222 鳥取市佐治町自然環境活用センターの指定管理者の指定について
223 鳥取市佐治町たんぽり荘の指定管理者の指定について
224 鳥取市キャンプ場の指定管理者の指定について
225 鳥取市コミュニティ施設の指定管理者の指定について
226 鳥取市プールの指定管理者の指定について
227 鳥取市体育館の指定管理者の指定について
228 鳥取市多目的運動広場の指定管理者の指定について
229 鳥取市海洋センターの指定管理者の指定について
230 鳥取市体育館の指定管理者の指定について
231 鳥取市農林漁業者トレーニングセンターの指定管理者の指定について
232 鳥取市海洋センターの指定管理者の指定について
233 鳥取市多目的運動広場の指定管理者の指定について
234 鳥取市テニス場の指定管理者の指定について
235 鳥取市多目的スポーツ広場の指定管理者の指定について
236 財産の取得について
237 財産の無償譲渡について
238 財産の無償譲渡について
239 工事請負契約の変更について
240 工事請負契約の変更について
241 損害賠償の額及び和解について
244 平成29年度鳥取市国民健康保険費特別会計補正予算（第2号）
245 平成29年度鳥取市介護保険費特別会計補正予算（第3号）
246 平成29年度鳥取市後期高齢者医療費特別会計補正予算（第3号）
247 平成29年度鳥取市水道事業会計補正予算（第3号）
248 平成29年度鳥取市下水道等事業会計補正予算（第2号）

平成29年12月定例会の議決結果
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 ◆簡単アクセス！

四市議会議員研修 鳥取市議会議員研修
　平成29年10月30日、米子市にて、平成29
年度鳥取県四市議会議員研修会が開催され
ました。
　研修では、講師の早稲田大学マニフェス
ト研究会次席研究員の中村　健氏の「議会
の広報・広聴機能の強化について～住民と
対話する議会を目指して～」と題した講演
がありました。議会報告会（意見交換会）
は、開催することが目的ではない。政策提
言へ結びつけてこそ、報告会を開催する意
義があるなど、今後の報告会の開催へ向け、
大変参考となる研修となりました。　　　

　平成29年12月21日、市役所本庁舎にて、鳥取市議会
議員研修会を開催しました。
　近年、台風などの気象災害が多発している現状を踏
まえ、鳥取の気象の特性や基礎知識について研修する
ことを目的として、講師は、鳥取地方気象台次長の北

村光良氏をお招き
し、「鳥取県の大
雪、台風の進路に
よる鳥取県の気象
特 性 な ど に つ い
て」の演題で、講
演いただきました。

鳥取市議会では、議員の資質向上と政策立案能力の強化を目的に議員研修を行っています。

10月30日
米子市
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研修報告・募集

議員研修を行っています
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